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民 間 支 援 ま ち づ く り フ ァ ン ド 活 動 紹 介

１．事業の目的 ３．活動内容

４．つながることができた方々 ５．取り組みを通じた効果や成果

６．今後の活動について

１．デザイナー同士が協力、刺激し合うことで、質の高いデザイン開発や、新たな

デザインビジネスを拡大するオープンな場所を目指す

２．利用者同士の交流やイベントを開催し、沼津のデザインシーンをリードするク

リエイティブ発信

◎まちのデザインに関する相談事をたくさん受けるようになりました。特に行政のみなさんからも頻繁に相談をいた

だき、自分の暮らす風景にデザインが反映されていることで、地元へ還元できていると実感できています。チームを

組んで難しいプロジェクトにも取り組んでいますので、まちの至るところで、関わったものを目にする機会が増えて

います。行政がこれまでお願いしていた既存の事業者さんの質を高めて、全体のスキルアップにも将来つなげたいと

考えています。

◎以前に比べての案件の規模が徐々に大きくなってきたことに伴い、先月１１月に株式会社を設立して、個人のデザ

イナー業とDESIGN CENTERの運営を一本化することになりました。今後はより大きい案件を獲得していけるよう

にならなければ、という意識を強く持っています。

◎沼津から出ていってしまって、都内でデザインの仕事をしている方の中には、スピード感があり、高いスキル持

っている方が数多くいます。会社を設立したことで、このような方に沼津に戻ってきてもらい雇用できる土壌作り

を進めたいと思っています。

◎DESIGN CENTERがきっかけで市内外の多くのデザイナーの方と協力できる体制が整ったので、お願いされた

た仕事は基本断らずに、デザインに関する分野において地域の皆さんから頼られる場所を目指しています。

２．～助成から現在まで～（令和４年12月現在）

◎当初は地域のクリエイターの横のつながりを作るために

イベントを開催していましたが、アンテナの高いデザイナ

ーの皆さんにご参加いただき、その繋がりが徐々に広がり、

現在では約６０名に上っています。その結果、自分の得意

分野でなくても、横のつながりでNUMAZU DESIGN CE

NTERを相談の窓口として、デザインに関するお話を受け

る機会が増えました。

◎現在の利用は整備当初からのシェアオフィスの利用や、

写真展での利用、各セミナーの会場として地域の皆様に広

くご活用いただいています。

２．事業を始めた経緯

◎施設利用者のデザイナー

沼津で何かクリエイティブなプロジェクトを立ち上げたいとのことで、最初に相談を受けま

した。毎月クリエイターさんが集まって沼津のために何ができるかを考える拠点として活用し

ていただいています。

◎市外・県外在住者のデザイナー

市外在住者の中には、自分は今沼津を離れているけれども、生まれ育った沼津に対してデザ

インで貢献したいとの思いを持っている方が数多くいます。そのような方々が、最初に相談を

いただく場所として、NUMAZU DESIGN CENTERを頼って連絡をくださっています。

◎全国リノベーションまちづくりのプレイヤー

市の主催するリノベーションスクールに参加したこともあり、シェアオフィスを商店街に

作った珍しい取り組みとして関心を持っていただき、リノベーションの好事例の視察先とし

て、全国のプレイヤーが足を運んでくださっています。

◎マチテラス製作所

市から委託されたソーシャルビジネスセミナーなど、オンライン講座を開催する会場として、

こちらの施設を活用いただいています。

●代表者 大木　真実（株式会社NDC＆DESIGN　代表取締役）

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.ndc.design/

●活動場所 NUMAZU DESIGN CENTER　（沼津市大手町4-5-12 うるわしビル２F）
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【代表者：大木さんより】

◎沼津市へ移住して以来、まちの風景に質の高いグラフィックデザインがなく、もっと質の高

いデザインが提供できるのではないかとの思いを長年抱いていました。また以前から地元のク

リエイターとは繋がりがありましたが、そのネットワークをさらに広げて、沼津のためになる

地元のデザインの仕事ができるような体制を目指していました。

◎当時シェアスペースが今ほど広がっていなか

った時に、市の主催するリノベーションスクー

ルに参加したことがきっかけで、場づくりに対

する思いを更に強く持ちました。

◎移住当初、沼津市の風景は中心市街地を含め

て、時代が「止まっている」感覚がありました

ので、そのような『古い』景色からもっとデザ

インを通して地域の活性化に寄与できるのでは

と思っています。

【改修前】 【改修後】

１．～助成時～【平成30年度/ﾊｰﾄﾞ部門（地域住民等交流拠点）】


